


























【結果】対象者 53 名に対し 50 名から回答を得た(回収率
94%)。回答に欠損のある者を除外した 48 名を分析対象と
した(有効回答率 96%)。対象者の属性は男性 10 名、女性
38 名であり、平均年齢は 33.6 歳であった。看護師経験年
数 4～22 年で、平均 11.9 年であった。臨地実習指導者と



















表 1                     n=48 
項目（得点範囲：点数） 平均 ± SD 
実習教育に対する教師効力尺度総得点（28～112 点） 69.5 ± 10.9 
第 1 因子 カンファレンスを実施できる自信 2.6 ± 0.42 
第 2 因子 看護実践能力を活用できる自信 2.7 ± 0.40 
第 3 因子 学習者としての学生を尊重する自信 2.7 ± 0.48 
第 4 因子 学びを深めるために技法を活用できる自信 2.2 ± 0.50 
第 5 因子 実習教育の準備が出来る自信 2.6 ± 0.50 
第 6 因子 学生の状況を判断できる自信 2.3 ± 0.60 
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